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講
習
で
は
、
加
齢
に
伴
う
体
の
変

化
や
寝
た
き
り
予
防
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
、
よ
り
よ
い
介
護
を
す
る
た

め
の
心
使
い
に
つ
い
て
な
ど
の
お
話

の
後
、
自
宅
介
護
に
役
立
つ
実
習
を

参
加
者
全
員
で
体
験
し
ま
し
た
。 

ベ
ッ
ド
や
車
椅
子
へ
の
体
の
移
動

の
仕
方
や
食
事
、
着
替
え
の
介
助
な

ど
、
日
常
で
役
立
つ
こ
と
ば
か
り
の

内
容
で
、
参
加
者
か
ら
は
、「
手
を
貸

す
と
こ
ろ
、
い
ら
な
い
と
こ
ろ
が
わ

か
っ
た
。
」
「
少
し
の
知
識
で
介
護
が

ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
」「
親
子
で
受
講
し
た
か
っ
た
」「
再

受
講
し
た
い
」
な
ど
、
実
践
で
役
立

つ
内
容
だ
か
ら
こ
そ
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。 

ま
た
、
介
護
す
る
側
の
負
担
の
軽

減
が
大
切
で
あ
る
こ
と
も
指
導
し
て

い
た
だ
き
、
入
浴
や
排
せ
つ
な
ど
の

介
護
補
助
用
品
の
紹
介
は
、
便
利
で

今
す
ぐ
欲
し
く
な
る
も
の
ば
か
り

と
、
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

超
高
齢
化
と
そ
れ
に
伴
う
老
々
介

護
の
問
題
な
ど
に
も
役
立
つ
今
回
の

内
容
は
、
今
後
も
さ
ら
に
求
め
ら
れ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
中
で
も
、

ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
参
加
さ
れ
た
方
が

い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。（
事
務
局
） 

３月１２日（土）、日赤九州看護大学内

のホームヘルパー研修センターで、日本

赤十字社の指導員による講義と実技講習

「家庭内介護教室」が健康福祉部会の主

催で開催されました。 

【
ベ
ッ
ド
か
ら
立
ち
上
が
る
介
助
】 

 

お
年
寄
り
を
前
か
が
み
の
姿
勢

に
し
て
、
手
を
下
方
向
に
ひ
く
と
大

き
な
人
で
も
少
し
の
力
で
立
ち
上

が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「よりよい介護するためには、介護疲れを少なくし、

介護者自身が健康であることが大切。」とのお話。 

【
車
椅
子
へ
の
移
動
介
助
】 

 

車
椅
子
は
ベ
ッ
ド
に
対
し
て
、
約
30
度
の
角

度
で
置
く
。
前
か
が
み
の
姿
勢
に
し
て
立
ち
上

が
り
を
介
助
し
、
車
椅
子
の
方
向
に
体
を
回

し
、
静
か
に
車
椅
子
に
座
ら
せ
る
。 



                            

                            

                            

                            

                            

    

宗像市消費生活センターからの 

   洗面所の排水管が詰ま

ったので、以前ポストに入ってい

たシール状の広告の業者に電

話して来て貰った。修理代金の

説明はあったが、相場が分から

なかったので、承諾し修理しても

らった。後で知人に話をしたら、

倍以上も高いことが分かった。

納得できない。 

☆事 例☆ 
☆アドバイス☆ 

   自分から業者を呼んでいるので、訪問販売のよ

うなクーリング・オフの制度がありません。修理代に

ついては、業者と再度値段の交渉をするよう助言しま

した。 

水漏れ、下水の詰まりなど水回りのトラブルの時、

宗像市では宗像管工事協同組合（☎37-0435）が24時

間で対応していますので、利用するようお勧めしま

す。 

宗像市消費生活センター   ＴＥＬ：33-5454・ＦＡＸ：33-5469 

どこに頼もうか

しら・・・ 

宗像市消費者センターからの 

開催日時：５月 10 日～6 月 9 日 

     火曜・木曜の計１０回 

     午前の部 10:00～12:00 

     午後の部 19:00～21:00 

場 所：宗像市弓道場（吉留・八所宮境内） 

対象者：高校生以上の市内在住または通勤・通学者 

定 員：午前・午後各 10 人（応募多数の場合抽選） 

参加費：3,000 円（保険料含む） 

問合せ：吉村 ℡：090-2516-7776 

申込み：往復ハガキに教室名（弓道教室・午前/

午後）氏名・年齢・性別・住所・電話番

号を記入のうえ 

〒811-3406 宗像市稲元 5-2-1 

    宗像市体育協会にお申し込みください。 

締切り：4 月 2０日 

 名残にある小さな村「ダッシュ村」で仲間を

募集します。 

対 象：赤間地区にお住まいの 60 歳以上の方 

会 費：1,200 円（年間） 

募集人数：１人 １区画（約５坪） 

     応募多数の場合、抽選となります。 

申込み：赤間地区コミュニティへ電話でお申し込

みください。（℡：39-7051） 

締切り：４月 30 日（土）まで 

      （赤間地区福祉会） 

 ３月１１日に発生した地震で、津波、原子力

発電所の事故など重大な災害になっていま

す。被災された皆様に心からお見舞いを申し

あげます。 

 「私たちにできることを･･･」と考え、赤間地区

コミュニティと区長会では赤間地区住民の方

に義援募金をお願いすることにしました。たく

さんの方にご協力いただいて、多額の募金が

寄せられています。 

 この募金は、市役所を通じ関係機関に渡さ

れます。最終的な集計が終了しましたら、皆

様にご報告させていただきます。ありがとうご

ざいました。 

２2 年度コミュニティ広報紙コンクールにおい

て、「話・和・輪」第 76 号が優秀賞をいただき

ました。今後もたくさんの情報を皆様にお伝え

していきます。ご愛読よろしくお願いします。 

【22 年度広報委員】 

・髙山賢一  ・石崎健一 

・中西法子  ・江頭千津子 

・荒川義美  ・野間口鎭雄 

・後藤定子  ・神山義信 

・宮本秀臣  ・平田久美子 

・清水睦美  


